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技 術 認 定 申 請 方 法 

 新  規 申 請  

技術認定申請の審査費用は返却いたしません。 申請方法を充分ご確認いただき、必要書類に漏れの

ない様に記入の上申請してください。提出書類内容の不足・不備、添付必須資料の不足とDVDの再

生が出来ない場合には不合格になりますのでご注意ください。 

 

【Ⅰ】技術認定申請要件（規則第14条より） 

技術認定を申請する者（以下、技術認定申請者と略記）は次に定める要件を満たす必要が

ある。 

１） 継続３年以上本学会会員であること。 

注：3年とは入会後連続して36ヶ月以上の会員履歴をいう。 

２） 日本産科婦人科学会認定産婦人科専門医であること。 

３） 通算2年以上の産婦人科内視鏡手術の修練を行っていること。ただしこの2年以上の修練とは専門

医取得以後の期間とする。 

４） 術者として以下の規定件数以上の内視鏡手術の経験を有する。 

① 腹腔鏡下手術で申請するものは100件 

② 子宮鏡下手術で申請するものは50件 

     注：日本内視鏡外科学会への申請は腹腔鏡下手術のみで行う。 

５） 産婦人科内視鏡手術に関係する学会、研究会、研修会、セミナー等に複数回出席していること。 

６） 国内外において、筆頭演者として学会発表５題以上の内視鏡手術に関係する発表があること＊。 

７） 国内外において、内視鏡手術に関係する論文があること【論文５題以上（内1題は筆頭著者）】＊。 

＊日本産科婦人科内視鏡学会実技研修会、日本産科婦人科内視鏡学会学術研修会及び日本内視鏡外

科学会教育セミナーへの参加1回は、学会発表1回、又は論文発表（筆頭著者以外）1回のいず

れかに相当する。なお代替の場合にも内視鏡手術に関係する学会発表３題、論文発表３題（内筆

頭１題以上）は必須とする。 

【Ⅱ】申請手続き   

（１） 申請受付期間は2月1日より2月末日（当日消印有効）です。 

（２） 審査手数料（３０，０００円）を下記へお振込みください。 

（３） 申請に必要な提出書類、添付書類の全て、症例ＤＶＤ 1枚と上記振込み領収書のコピーを

郵便簡易書留又は宅配便にて学会事務局宛にお送りください。 

◆ 審査手数料振込先 ◆ 

銀行振込の場合：みずほ銀行本郷支店 普通預金 ２２６５４３８ 

        名義；日本産科婦人科内視鏡学会（ニホンサンカフジンカナイシキョウガッカイ） 

        ＊注：振込用紙には、必ず学会会員番号、氏名、所属の順に明記して下さい。 

郵便振込の場合：口座番号 ００１４０－１－１４６８３５ 

        加入者名；日本産科婦人科内視鏡学会 
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【Ⅲ】提出書類・添付書類・提出症例ＤＶＤ 

（１）提出書類 

１） 技術認定申請書・履歴書（様式1号） 

  注１：腹腔鏡下手術で申請するか子宮鏡下手術で申請するか明記してください。 

  注２：原則として、合併症アンケートに回答していること。 

２） 研修履歴（様式２号） 

研修施設、学会や研究会、研修会、セミナー等毎にそれぞれ研修実施年月順に記載。 

学会や研究会は研修施設及び場所の欄へ、第何回～第何回参加と纏めて記載可。 

３） 手術実績一覧（様式第３号―□１） 

① 腹腔鏡下手術で申請する場合 

・ 術者として経験した腹腔鏡下手術の症例を100例記入してください。 

・ 腹腔鏡検査のみ（腹腔内観察も含む）は手術実績として認められません。 

② 子宮鏡下手術で申請する場合 

・ 術者として経験した子宮鏡下手術の症例を５０例記入してください。 

・ 症例は粘膜下筋腫とし、長径は２ｃｍ以上である事が望ましい。 

・ 子宮内膜ポリープ切除は手術実績として認められません。 

③ 手術名は、腹腔鏡下・・・、或いは子宮鏡下・・・の様に明記してください。なお英文表記

は可とします。 

④ カルテ番号は個人情報保護の観点から、下2桁は、○○の様にマスクする。 

⑤ 非常勤の施設で経験した内視鏡手術の症例も含めて記載可。従ってここでの施設名は履歴書

における研修施設と一致しなくても良い。 

４） 学会発表一覧（様式第３号―□２） 

筆頭演者としての内視鏡手術に関係する学会発表を５題記入。発表者名は全員記載し、学会名・開

催地・年月日は正確にすべて記載し、記入した５題の学会発表抄録集コピー＊１を、1部添付。 

学会発表を研修会出席で代替する場合には、その内容を正確に記載し受講証のコピーを添付。 

＊１：保存電子ファイル等を印字したものは不可。 
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５） 研究論文一覧（様式第３号―□３） 

内視鏡手術に関係する研究論文を５報（内１題は筆頭著者）記入。著者名（全員）・論文題名・雑

誌名・年；巻：頁―頁は正確に記載。記入した５報の研究論文についてそれぞれ別刷又はコピー（最

初の頁のみで可）＊１を添付。 

研究論文を研修会出席で代替する場合には、その内容を正確に記載し受講証のコピーを添付。 

＊１：保存電子ファイル等を印字したものは不可。 

６） ビデオ添付用症例レポート（様式第３号―□４） 

申請用と審査用（申請者氏名記入と証明者記入の無いのもの）の2種があります。 

申請用1枚、審査用を2枚提出してください。 

注意：ビデオ添付用症例レポートは以下の注意事項に従ってください。 

注１：症例の背景、術式などが理解しやすいように８００字以内に纏めてワープロ又はタイプ

印刷し、裏面には必要に応じて図表を貼付して下さい。 

注２：提出 DVD の認定申請使用に関し、患者様同意の為のインフォームドコンセントは必ず実

施し、実施有の確認をしてください。 

注３：証明者の欄には、申請者本人が術者として症例の手術を担当していることを証明される

方の所属・職およびサインを御願いします。直接手術に携わった助手、麻酔医、看護師の

方としますが、必要な場合、所属施設長、診療科長等も可とします。 

注４：腹腔鏡下手術の場合、術者の立ち位置とトロカールの挿入位置を全ての裏面に明記して

下さい。手書でも可。 

注５：申請手術が子宮鏡の場合には、以下の項目を症例レポートに添付してください。 

① 術前の子宮鏡による子宮内腔の病変部所見を可能な範囲で症例レポート裏面に記載し

てください。 

 可能であれば子宮鏡写真を添付して下さい。 

 写真等がない場合は図示してください。 

② 超音波検査あるいは MRI で確認した病変部の位置とサイズを上記 1.と同様に症例レ

ポート裏面に記載してください。 

 超音波検査あるいはMRIの画像を可能な限り添付してください。 

③ 子宮頚管の拡張の有無を記載してください。 

 拡張した場合には拡張に使用した方法を記入してください。 

 術前の処置（子宮頚管軟化・拡張など）を行った場合は記載してください。 

④ 林氏鉗子などの使用の有無を記載してください。 

 可能な限り①使用した回数の記載と②使用前後のビデオ映像を提出してください。 

⑤ 症例などによって指定された観察部位が確認できない場合にはその旨を症例レポート

に記載して下さい。 

⑥ 可能であれば術中、術後のモニタリング超音波検査あるいは腹腔鏡の静止画像を添付

してください。  

⑦ 灌流液の使用量と回収量を記載して下さい。 

⑧ 使用機器の名称を記載して下さい。 
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（２）添付書類 

１） 日本産科婦人科学会専門医認定証（写） 

２） 振込み領収書のコピー 

３） 学会発表（上記④）の抄録コピーと、論文発表（上記⑤）の別刷1頁目のコピー 

４） 申請受理確認用の返信葉書（ご自身宛の住所氏名を必ず確実にご記入下さい） 

 

（３）提出症例ＤＶＤ 

１） 提出症例ＤＶＤは、6ヶ月以内に行った内視鏡手術の未編集のDVDで1枚提出してください。 

２） 提出されました症例ＤＶＤを教育的目的の為に利用させていただく場合があります。教育的目的

の為の使用が不都合な場合には、フォームは問いませんので申請書類にその旨添付してください。 

 

注意：以下の注意事項に従ってください。 

注１：提出症例ＤＶＤは未編集で、アプローチ、切開・剥離操作、縫合結紮操作、止血操作、助手

との連携等手術開始から終了までの一連の操作が全て確認可能な内容として下さい。 

注２：自分で企画、遂行したもの。但し術式は不問ですが、収録されているべき内容は審査基準を

ご覧ください。評価項目に該当する手技が収録内容にない場合はその項目は「０点」とされ

ます。又、充分な評価が不可能な収録内容の場合は、不合格となります。 

注３：子宮鏡下手術で提出される場合には、症例は粘膜下筋腫とし長径は２ｃｍ以上である事が望

ましく、子宮内膜ポリープ切除術は認められません。 

注４：安全原則違反が認められた場合には、総合点数にかかわらず不合格となります。 

注５：収録ＤＶＤは未編集のものを１枚とします。ＤＶＤデッキ又はＰＣで再生が出来ない場合に

は不合格となりますので収録仕様には注意してください。尚、ＤＶＤは返却いたしません。 

注６：収録ＤＶＤの内容や本体ラベル等に申請者の氏名や所属、患者の個人情報等が収載されない

よう留意してください。 術者の顔、患者カルテ等、上記に該当する部分のみをカットして

コピーすることは、未編集であることというルールに抵触いたしません。 

 

 

 

 

 

 

（連絡先） 

日本産科婦人科内視鏡学会・事務局 

担当  松崎 敏夫 

〒104-0061 東京都中央区銀座一丁目27-8  （郵便物受発送窓口）  

セントラルビル703号（株）M,s 企画内    〒999-3764 山形県東根市神町東2-8-48 （株）M,s 企画内 

電話：03-6868-3704 FAX：03-6868-6021    電話：090-9321-9802 FAX：0237-53-0481 

E-mail：jsgoe-office@mint.ocn.ne.jp 
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